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■育成したい生徒像・求める生徒像 

 ○高校で頑張ろうという意思を強く持っている生徒 
 ○「なりたい自分」に近づくための努力を惜しまな 

い生徒 
 ○周りの友達を大切に思える生徒 
 
■学校の特色 

〔本校の魅力、本校ならではの特色〕              校舎と桜 

 (1) 単位制 

   3年間で必修科目と選択科目を一定単位数以上修得すると卒業することができます。 

 (2) 一人一人の進路を大切にする授業システム 

   選択科目が多数（約 70 講座）あります。国公立大学から各種専門学校・就職まで、

目指す進路に応じた自分にぴったりの時間割を作ることで幅広い進路実現ができます。

また、多くの少人数の講座を設定するとともに、習熟度別授業やティームティーチン

グを実施している講座もあります。基礎学力の定着と応用力の充実を目指します。 

 (3) 二人担任制 

   一人一人の充実した高校生活のために、二人担任制によりあたたかくきめ細かなサ

ポートを行い、生徒の資質を最大限に伸ばします。 

 (4) 個々の能力・才能を伸ばす支援教育 

   総合的な探究の時間や LHR の時間を使って、コミュニケーション育成プログラムや

学習スキルアッププログラムを実施します。自己理解を深め、社会性を育てます。 

 (5) 学びなおしの科目を設定 

   学校設定科目として学びなおしの科目(ベーシック国語・ベーシック数学・ベーシッ

ク英語)を設定しています。中学校で学んだ内容の復習を中心に学ぶことができます。 

 (6) 制服はありません 

   個人の主体的な選択と判断を尊重し、普段は私服で登校しています。入学式や卒業

式などはスーツ姿で参加します。 

 

〔設置学科・クラス数等〕 

 【普通科】（1年次 2クラス、2・3年次は各 1クラス） 

   本校は前期・後期の 2学期制で、定期考査は年 4回、1日の授業は 50分を 6コマ実

施しています。定員は全学年 40名ですが、１年次は、高校生活に慣れるために 2クラ

スに分け、目の行き届いたきめ細かな教育を心がけていきます。 
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■充実の学校生活 

〔学校行事〕 

4月 三課程合同入学式 対面式 歓迎遠足 

  5月 生徒総会 進路ガイダンス 

  6月 ボランティア清掃 定通大会 第 1回定期考査 

  7月 球技大会 

  8月 平和学習 職場体験学習（2年次）          (体育大会) 

  9月 第 2回定期考査                    体育大会 

                 10月 体育大会 

                 11月 中央祭 第 3回定期考査 

                 12月 球技大会 修学旅行（2年次） 

                 1月 第 4回定期考査（卒年次） 強歩大会 

                 2月 第 4回定期考査（1・2年次）卒業生を送る会 

                 3月 三課程合同卒業式 球技大会 

    中央祭 三課程合同文化祭 

 
〔部活動紹介〕 

  本校には三つの運動部と音楽部、芸術部、学芸部が 

あります。運動部の多くは定時制通信制の大会（定 

通大会）に出場し、長崎県の代表として全国大会に 

も出場しています。文化部も県コンクールや県展な 

ど積極的に参加しています。 

 －主な成績－                          卓球部 

 令和元年度全国高等学校定時制通信制体育大会長崎県予選大会 

バレーボール女子（優勝）、卓球男子団体（準優勝)・男子個人・女子個人（準優勝) 

バドミントン男子個人（準優勝）、バスケットボール男子（準優勝） 

 
■卒業生の進路 

 令和 2年 3月卒業生（51名）  －主な進学先－ 

 大谷大学、九州大谷短期大学、佐賀女子短期大学、 

 精華女子短期大学、佐世保高等技術専門校、 

佐世保市立看護専修学校、福岡美容専門学校、 

麻生外国語&製菓専門学校、佐世保美容専門学校、 

長崎リハビリテーション学院  

 －主な就職先－ 

 (株)西肥自動車、(株)エレナ、(株)山口組、 

 (株)松葉屋、(株)丸協食産、(株)博多屋、千住病院、 

佐世保市体育協会、(株)ENEOSウィング、JR 九州ハウステンボスホテル、 

(株)たまがわ、日本フードパッカー川棚工場、(株)ドラッグストアモリ、 

(株)サンデリカ福岡事業書、(株)ダイサン、アトモスダイニング(株) 

進学 

4年制大 1名 

短大 4名 

各種専門 14名 

就職 

県内 20名 

県外 5名 

公務員 5名 

その他 2名 
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     長崎県立 鳴滝高等学校通信制 

    〒850-0011 長崎市鳴滝 1丁目 4番 1号 

   TEL 095-820-0099・FAX 095-820-0070 

         URL（http://www.news.ed.jp/narutaki-h/） 

■育成したい生徒像・求める生徒像                                             

〇本校の校訓「共に生きる 強く ひたむきに」のもと、変化・激動する現代社会の中 

で、豊かな心と志をもってたくましく生きる力を持った生徒の育成を目指します。 

○学習に対して強い意欲がある生徒 

 本校は自学自習が中心です。そのため、自分自身をうまくコントロールして計画的に 

学習に取り組まないといけません。                   

 ○ルールとマナーを守る生徒 

  全ての生徒の皆さんが安全で快適な学校生活を過ごせるように指導に力を入れていま 

す。                                            

■学校の特色 

通信制での学習の方法は、家庭で教科書や学習書を使って 

自分でリポートを完成していくことが中心で、年間を通して 

計画的な学習と自己管理が求められます。 

また、月に 3回程度、日曜日（または月曜日）に登校し、 

面接指導（授業等）を受けます。              

本校には 10代から 60代までのさまざまな年代の生徒が 

います。仕事を持ちながら学ぶ人、育児をしながら学ぶ人、毎日通学することが困難な 

な人などが、お互いの生き方を尊重しながら自分のペースで学んでいます。             

普通科、単位制の学校です。前期と後期の二学期制で、定期試験も前期・後期それぞ 

れ 1回ずつあります。 

卒業するためには、最低 3年間の在籍、必履修科目全てを履修し、74単位以上の単位 

を修得、特別活動への規定時数の出席が必要です。 

高卒認定試験に合格した科目も、本校の規定内で、卒業単位に組み入れることができ 

ます。 

遠方のため鳴滝高校への通学が困難な人のために島原、五島、壱岐、対馬高校の 4校 

が協力校となり面接指導を受けることができます。また、インターネットを利用した遠 

隔授業を定期的に行っています。 

■充実の学校生活 

さまざまな年代の人がコミュニケーションを図り、触 

れ合うための学校行事があります。バスハイクや運動会 

などは、家族的な雰囲気で行われています。 

部活動では、卓球部・バドミントン部・バレー部が熱 

心に活動しており、卓球部とバドミントン部は定通体育 

大会全国大会にも出場しました。 

また、生徒会活動も意欲的に取り組んでおり、8月の 

平和学習や 2月の鳴通祭（文化祭）の運営などで活躍しています。 

学習や生き方などで悩みが生じたときは、専門のスクールカウンセラーやスクール 

ソーシャルワーカーの先生に相談することができます。                                                            

■卒業生の進路 

  令和 2 年 3 月には 119 名が卒業しました。卒業生の中には既に仕事を持っている人も

多くいます。令和 2年 3月の卒業生の合格状況は下の通りです。 

○4年制大学 22名  ○短期大学 １名  ○専門学校等 30名  ○就職 10名 

授業の様子 

運動会 
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    長崎県立 佐世保中央高等学校通信制 

〒857-0017 佐世保市梅田町 10番 14号 

TEL 0956-22-1161・FAX 0956-23-5116 

URL (http://www.news.ed.jp/sasebochuo-h/) 

■育成したい生徒像・求める生徒像 

  ○高校卒業資格の取得という確かな目標を持った生徒 
 ○自宅での自学自習主体の学習スタイルでも粘り強く継続して取り組むことのできる生徒 
 ○年齢・職業など多様な人がいる中で、相手を思いやり、ルールを守って学ぶことのできる生徒 
■学校の特色 

〔本校の魅力、本校ならではの特色〕 
本校は、働きながら学びたい人や家事・育児をし 

ながら勉強したい人、高校を中退したが再挑戦した 

い人、何らかの事情で高校に行けなかった人など、 

高校卒業の資格を取得したい人たちのために大きく 

門戸を開いています。 

現在 15才から 51才までの約 530名の生徒が在籍しています。 

〔設置学科・コース等〕 

 【普通科】〔基本的な学びの手順〕 

(1) レポートの提出  
    科目ごとに月平均 1～2回程度の割合でレポートを書き上げて学校に提出します。 

提出期限を守って全部提出し、合格しなければなりません。 
(2) 面接指導（スクーリング）に出席  

    日曜日・月曜日・木曜日に実施しています。科目毎に出席しなければならない時間数が 
決められているので、月に 2～3回ほど登校し、面接指導に出席しなければなりません。 

(3) 試 験  

上記(1)と(2)の条件をともに満たすと試験が受けられます。試験は前期 1 回・後期 1 回

(8月と 1月)です。前期試験・後期試験ともに合格するとその科目の単位が認定されます。 
〔卒業資格〕 
  ○在籍期間 3年以上 

    3年間で必要な単位を修得すれば卒業できるようになっていますが、各自の学習ペースに 
あわせ、4年以上かかってもいいところが、大きな特徴のひとつです。 

  ○必履修科目を全部履修し、74単位以上を修得すること。 
  ○特別活動（学校行事や LHRなど）の時間に、規定時間以上出席すること。 

■充実の学校生活 

〔学校行事〕 

           和やかな雰囲気で楽しめる遠足や通信運動会、自分のスポーツ技能を十分

に発揮できる定通体育大会、中央祭、生活体験発表大会等の行事があります。 

〔部活動紹介〕 

          昨年度は、卓球部女子、柔道男子が全国定通体育大会に県代表として出場し

ました。 

■卒業生の進路 

昨年度の卒業生 70名中、進学者は 17名で、4年制大学・専門学校・高等技術専門校・看護学

校へ進学しています。就職決定者は、24 名で、学校・ハローワーク紹介による就職の他に、自

己・縁故、自営を含みます。 

授業の様子 

通信運動会 
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８ 進学高校の決定 

 

 

１

月 

 

２

月 

 

３

月 

 

４

月 

 

自分の進路希望や適性等の確認 

各高校の教育活動や特色の確認 

各高校の募集定員、選抜方法の確認 

高等学校進学希望状況調査 
 7、10、12月実施予定 

全日制高校への志願決定 通信制高校への志願決定 

検 査 

合格者通知 

 

願書等受付 

検 査 

合格者通知 

 

合格発表 

願書等受付 願書等受付 

学力検査 

Ⅰ期選抜 

検 査 

願書受付 

検 査 

合格発表 

願 

書 

等 

受 

付 

入学内定通知 

志願状況の公表 

※２ 

学力検査を実施する場合

3月 9日（火）・10日（水） 

 離島留学特別選抜 

 前期選抜（全日制・定時制昼間） 

 後期選抜（全日制・定時制昼間） 

 定時制課程 

 通信制課程 

 

後期選抜 

願書等受付 

1月 14日（木）～1月 20日（水）15:00まで 

 

2月 3日（水） 

 

2月 3日（水）※１ 

 

2月 12日（金）までに行う。 

 

3月 9日（火）・ 10 日（水） 

 

3月 9日（火）※２

 

 

3月 17日（水）9:30 

 

3月 17日（水） 

 

3月 17日（水）～23日（火）15:00まで 

 

3月 29日（月）9:30 

 

3月 25日（木） 

 

4月 5日（月）までに行う。 

 

離島留学特別選抜

 

前期選抜 

 

定時制高校への志願決定 

2月 19日（金）～2月 26日（金）15:00まで 

 

合格発表 

3月 2日（火）～ 

3月 30日（火）15:00まで 

           

 

志願状況の公表 

不合格者 

※１ 

2日間で実施する場合 

2月 3日（水）・４日（水） 

Ⅱ期選抜 

※各高校の願書受付期間、募集定員、選抜方法、志願資格等を必ず確認してください。 
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令和2年度　公立高等学校部活動設置状況（運動部男子）△は同好会・愛好会
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長 崎 東 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 射撃
長 崎 西 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 水球、カヌー
長 崎 南 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 射撃
長 崎 北 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 射撃
長 崎 北 陽 台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

佐 世 保 南 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○

佐 世 保 北 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

佐 世 保 西 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

宇 久 ○ ○

島 原 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ レスリング
諫 早 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 フェンシング、応援団
西 陵 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ カヌー
諫 早 東 〇 〇 〇 アーチェリー
大 村 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ クライミング
猶 興 館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

松 浦 △ ○ ○ ○ ○ ○ なぎなた
対 馬 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊 玉 〇 〇 〇

上 対 馬 〇 〇 〇 〇

壱 岐 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △

五 島 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

五 島 南 ○ ○ ○

奈 留 総合運動
大 崎 〇 〇 〇 〇 〇

西 彼 杵 ○ ○ ○ ○ ○

国 見 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 総合運動
小 浜 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

口 加 ○ ○ ○ ○ ○ ○

川 棚 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ホッケー
波 佐 見 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇

北 松 西 〇 〇 〇

上 五 島 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中 五 島 〇 〇

島 原 農 ○ ○ ○ ○

諫 早 農 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 相撲、ウェイトリフティング、馬術

北 松 農 ○ ○ ○ ○ 相撲
西 彼 農 ○ ○ ○ ○ ウエイトリフティング
長 崎 工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 水球、フェンシング、△筋トレ

佐 世 保 工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ホッケー、少林寺拳法
鹿 町 工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 自転車競技
島 原 工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ライフル射撃、レスリング（男女混合）

大 村 工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ レスリング、アーチェリー
佐 世 保 商 ○ ○ ○ ○ ○

島 原 商 〇 〇 〇 〇

諫 早 商 ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ フェンシング
壱 岐 商 ○ ○ ○ ○ ○ ○

長 崎 鶴 洋 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○
相撲、カヌー、ヨット、カッター、ボ
クシング、△ボウリング

長 崎 明 誠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ボート、ゴルフ
佐 世 保 東 翔 〇 〇 〇 〇 〇

大 村 城 南 ○ ○ ○ ボート
平 戸 〇 〇 〇

五 島 海 陽 〇 〇 〇 〇 〇 △

島 原 翔 南 ○ ○ ○ ○ ○ レスリング
清 峰 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市 立 長 崎 商 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 応援
鳴 滝 定 時 △ △ ○ ○ △

佐 中 央 定 時 △ ○ △ ○ △ ○ ○

島 原 定 時 〇 〇

諫 早 定 時 〇 〇 〇

大 村 定 時 △ 〇 〇 〇 〇 〇

五 島 定 時 ○ ○

長 崎 工 定 時 △ △ ○ ○ ○ ○ ○

佐 世 保 工 定 ○ ○ ○ ○ ○

鳴 滝 昼 定 時 ○ ○ ○

佐 中 央 昼 定 ○ ○ ○

鳴 滝 通 信 〇 〇 〇 △フットサル
佐 中 央 通 信 〇 〇 〇 〇

９　その他

学校名

部活動名
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令和2年度　公立高等学校部活動設置状況（運動部女子）△は同好会・愛好会
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長 崎 東 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 射撃
長 崎 西 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 水球、カヌー
長 崎 南 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 射撃
長 崎 北 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 射撃
長 崎 北 陽 台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

佐 世 保 南 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ バトン
佐 世 保 北 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 空手道
佐 世 保 西 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

宇 久 ○ ○

島 原 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ レスリング
諫 早 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 フェンシング、応援団
西 陵 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ カヌー
諫 早 東 〇 〇 〇 〇 アーチェリー
大 村 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ クライミング
猶 興 館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

松 浦 △ ○ ○ ○ ○ ○ なぎなた
対 馬 ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊 玉 〇 〇 〇

上 対 馬 〇 〇 〇 〇

壱 岐 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

五 島 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

五 島 南 ○ ○ ○

奈 留 ○

大 崎 〇 〇 〇

西 彼 杵 ○ ○ ○ ○

国 見 ○ ○ ○ △ ○ 総合運動
小 浜 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

口 加 ○ ○ ○ ○ ○ ○

川 棚 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ホッケー
波 佐 見 〇 〇 〇

北 松 西 〇 〇 〇

上 五 島 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中 五 島 〇 〇 〇

島 原 農 ○ ○ ○ ○ ○

諫 早 農 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 馬術
北 松 農 ○ ○ ○ ○

西 彼 農 ○ ○ ○ ○ ○ ウエイトリフティング
長 崎 工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ヨット、フェンシング、水球、△筋トレ
佐 世 保 工 ※男子の部活動部（陸上等）に所属
鹿 町 工 自転車競技
島 原 工 〇 ライフル射撃、レスリング（男女混合）
大 村 工 アーチェリー
佐 世 保 商 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ アーチェリー
島 原 商 〇 〇 〇 〇 〇 サッカー
諫 早 商 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ フェンシング、バトントワリング
壱 岐 商 ○ ○ ○ ○ ○ ○

長 崎 鶴 洋 ○ ○ ○ 　 ○ ○ カヌー、ヨット、ボクシング、△ボウリング

長 崎 明 誠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ボート、ゴルフ
佐 世 保 東 翔 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ラグビー
大 村 城 南 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ボート
平 戸 〇 〇

五 島 海 陽 ○ ○ △ 〇

島 原 翔 南 ○ ○ 〇 ○ レスリング
清 峰 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市 立 長 崎 商 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 応援
鳴 滝 定 時 △ ○ ○ △

佐 中 央 定 時 ○ ○ △ ○ ○

島 原 定 時 〇 〇

諫 早 定 時 〇 〇

大 村 定 時 △ 〇 〇

五 島 定 時 ○ ○

長 崎 工 定 時
佐 世 保 工 定 ○ ○ ○

鳴 滝 昼 定 時 ○ ○ ○

佐 中 央 昼 定 ○ ○ ○

鳴 滝 通 信 〇 〇 〇 △フットサル
佐 中 央 通 信 〇 〇 〇 〇

学校名

部活動名
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令和2年度　公立高等学校部活動設置状況（文化部）△は同好会・愛好会
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長 崎 東 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 囲碁・将棋、ダンス、郷土史、東龍、弁論

長 崎 西 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※１ ○ ※１ ※２ ギター、△数学　※１：文芸・国際、※２：フード・クラフト

長 崎 南 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

長 崎 北 ○ ○ ○ ○ ※1 ※1 ○ 〇 ○ ○ ※1 △ オーケストラ・※１：学芸（演劇・新聞・文芸）

長 崎 北 陽 台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

佐 世 保 南 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ 応援、△邦楽

佐 世 保 北 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 邦楽、ボランティア

佐 世 保 西 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 図書文芸、西高太鼓

宇 久 ○ 家庭総合（家庭班・科学研究班）

島 原 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 管弦楽、理学、応援、ボランティア、

諫 早 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ギター・マンドリン

西 陵 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諫 早 東 〇 〇 〇 〇 〇 △ △

大 村 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※1 理科(物･化･生･地4分野)、※１:被服

猶 興 館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ダンス

松 浦 ○ ○ ○ ○ ○ 商業

対 馬 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 報道、商業経済、国際交流、ユネスコスクール

豊 玉 メディア研究

上 対 馬 〇 〇 〇 報道、△韓国語、△ボランティア

壱 岐 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ヒューマンハート

五 島 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 百人一首かるた、イラスト、インターアクト、情報科学

五 島 南 総合文化

奈 留 ○

大 崎 〇 〇 〇 報道

西 彼 杵 ○ ○ ○ △ ○ △

国 見 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ボランティア

小 浜 ○ ○ ○ メディア（イラスト・パソコン・放送）

口 加 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

川 棚 〇 〇 〇 〇 〇 〇 報道

波 佐 見 〇 〇 〇 〇 陶芸・デザイン、商業

北 松 西 〇 〇

上 五 島 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 書華道・電気情報

中 五 島 〇 〇 総合文化（美術・茶道・放送を合併）

島 原 農 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 和太鼓、△国際研究

諫 早 農 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ペン習字、肥前太鼓、野菜、果樹、草花、農業機
械、食品科学、動物科学、森林環境、農業土木、
生物工学、食物、被服・手芸、保育家庭経営

北 松 農 ○ ○ ○ ○ △ △ △ ※1 権現太鼓　※1：専門「流通情報」
西 彼 農 ○ ○ ○ ○ 食料生産、園芸デザイン、食品加工、動物飼育

長 崎 工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △
機械工作、電気通信、建築研究、ロボット研究、
△デザイン、△ギター、△囲碁将棋

佐 世 保 工 ○ ○ △ ○
○棋道、△ボランティア、△機械工作、△建築デザイン、
△自動車、△電気、△土木測量、△電子科学

鹿 町 工 ○ ○ ○ ○ 機械技術、電気技術、電子技術、土木技術

島 原 工 ○ ○ △ ○ 工業技術（科学・工作・情報技術、）、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

大 村 工 ○ ○ △ ○ △
電気通信、機械、機械ｼｽﾃﾑ、電気、電子工学、建
築、建設工業、化学工学、△ｲﾝﾀｰｱｸﾄ

佐 世 保 商 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ 珠算、商業クラブ、簿記・電卓、報道、バトントワリング

島 原 商 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 商業部

諫 早 商 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ワープロ・簿記・コンピュータ、ＥＳＳ、商業、家庭、報道

壱 岐 商 ○ 情報メディア、報道、壱州荒海太鼓

長 崎 鶴 洋 ○ 芸術、マルチメディア、ボランティア、水産クラブ、工業クラブ

長 崎 明 誠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

佐 世 保 東 翔 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

大 村 城 南 ○ ○ ○ ○
人文国際、自然科学、情報処理、福祉、手芸、
栽培環境、食品製造、環境デザイン

平 戸 〇 〇 〇 家庭ボランティア

五 島 海 陽 ○ ○ ○ 総合文化

島 原 翔 南 ○ ○ ○ △ △和太鼓

清 峰 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市 立 長 崎 商 ○ △ ○ ○ ○ ○ △ △ △ ○ △ ○ ○珠算、ﾊﾞﾄﾝ、商業、△簿記、△園芸

鳴 滝 定 時 ○ 写真・自然科学、和太鼓、囲碁・将棋、△文化活動

佐 中 央 定 時 ○ ○

島 原 定 時
諫 早 定 時 文化（読書・将棋・オセロ）

大 村 定 時 ○ 囲碁・将棋

五 島 定 時 ○

長 崎 工 定 時 △総合文化

佐 世 保 工 定
鳴 滝 昼 定 時 ○ △文化

佐 中 央 昼 定 音楽、芸術、学芸

鳴 滝 通 信 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇 園芸、手芸、郷土史研究、ボランティア

佐 中 央 通 信 〇 〇 △ボランティア
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長崎県立高等学校全日制普通科の通学区域

○

松浦

●

●

●

●

波佐見

上対馬

川棚

西彼杵

壱岐※

●

●

長崎北陽台
●

西陵●
諫早東

●●

●
諫早

大村

国見

●

●

小浜

●

●

●

口加

島原

●

●

対馬※

大崎

●

五島南※

五島※

● 奈留※

● 中五島

●上五島

●
北松西

●
宇久

猶興館

●

●

●

佐世保南

●

佐世保西

●佐世保北

●●
長崎北

長崎西

● 長崎東

●
長崎南

●

豊玉

壱岐市

対馬市 佐世保市

小値賀町

北松浦郡

南松浦郡

新上五島町

五島市

平戸市

松浦市

佐
々
町

佐世保市
波佐見町

川棚町

東彼杵町

東彼杵郡

西海市

時
津
町

長
与
町

西
彼
杵
郡

長崎市

大村市

諫早市

雲仙市
島原市

南島原市

対馬学区

学区内普通科高校所属地域

対馬 豊玉 上対馬◎対馬市

壱岐学区

学区内普通科高校所属地域

壱岐◎壱岐市

県北学区

学区内普通科高校所属地域

佐世保南 佐世保北 佐世保西
宇久 猶興館 松浦 川棚
波佐見 北松西

◎佐世保市
◎平戸市
◎松浦市
◎東彼杵郡
◎北松浦郡

調整区域（上記に加え、下記の高校にも志願できます）
○東彼杵町………………………大村

県央学区

学区内普通科高校所属地域

諫早 西陵
諫早東 大村

◎諫早市
◎大村市

調整区域（上記に加え、下記の高等学校にも志願できます）
○諫早市の琴海中学校区……長崎東・長崎西・長崎南

○諫早市の森山中学校区……小浜

島原 国見 小浜 口加
◎島原市 ◎雲仙市
◎南島原市

学区内普通科高校所属地域

調整区域（上記に加え、下記の高等学校にも志願できます）
○雲仙市の瑞穂、吾妻、

島
原
学
区

学区内普通科高校

長崎東 長崎西 長崎南 長崎北
長崎北陽台 大崎 西彼杵

県南学区

所属地域

◎長崎市
◎西海市
◎西彼杵郡

調整区域（上記に加え、下記の高等学校にも志願できます）
○長崎市の東長崎・日見・橘の各中学校区……諫早・西陵
○長与町…………………………………………諫早・西陵
○西海市の西彼・西海の各中学校区

○長崎市の池島、西海市の江島・平島の

五島学区

学区内普通科高校所属地域

五島 五島南 奈留
上五島 中五島

◎五島市
◎南松浦郡

※印の対馬高校、壱岐高
校、五島高校、五島南高
校、奈留高校の離島留学
特別選抜の通学区域につ
いては全県域とする。ただ
し、県外からも志願できる
ものとする。

長崎北・長崎北陽台

愛野、千々石の各中学校区……諫早・西陵・諫早東

……………佐世保南・佐世保北・佐世保西

各中学校区……………すべての高等学校

1
6
6



１０  Ｑ ＆ Ａ 

普通科の特色ある「理系コース」と「理数科」はどう違いますか？ 

まず、「理系コース」はあくまでも普通科におけるコースであること、「理数科」は専門学科であること

が大きな違いです。 

1 年次から理科・数学を中心に計画的・継続的な教育を受けることは同じですが、「理数科」は普通科

「理系コース」に比べて理科の学習時間が多く、また、普通科「理系コース」では、例えば、理科で「化

学基礎」や「化学」を学ぶのに対して、「理数科」ではより専門的に深い学習を行う「理数化学」を学び

ます。 

また、大村高校に設置した「数理探究科」では、理数科としての学びに加えて、地域の病院・企業・研

究所等と連携した実習や体験活動を通じて、地域医療や科学技術分野で活躍できる人材育成を目指してい

ます。 

将来、理系分野への進学を考えています。理数科を含めどのような学科を選択すればよいで 

しょうか？ 

理系の分野への進学を考えた場合には、次の 3つの選択が考えられます。 

① 普通科の理系コース以外のクラス（いわゆる普通科の普通クラス）に入学し、1 年次はみんなと同

じ学習を行い、2年次から理系のクラスで学習する。

② 普通科の理系コースに入学し、1 年次から理科や数学を中心に計画的な学習を行う。

③ 理数科・数理探究科に進み、普通科より時間（単位）数の多い理科や数学を計画的に深く学習する。 

「総合学科」はどういう人に適しているのですか？ 

次のような人が志願していると考えています。 

① 多くの科目の中から、自分の興味や関心のある科目を選んで、専門的な勉強をしたいと思っている

人。

② 将来は就職希望で、自分がやりたい仕事に役立つような科目をたくさん選択して、知識・技術をし

っかりと身に付けたい人。

③ 進学希望で、高校で多くの科目の勉強を通して、大学・短大などの進学先や専攻分野を見つけたい

と思っている人。

④ 高校卒業後の進路を進学か就職かまだ決めていないが、いろいろな勉強をして自分の進路を決めた

いと思っている人。

総合学科では系列という言葉を使いますが、よくわからないので説明してください。 

「系列」とは教科・科目のまとまり（グループ）を示したものです。例えば、英語を中心として「話す」

「聞く」「読む」「書く」などの知識や技術を習得し、国際分野で活躍したい希望のある人に、希望を実

現するために必要な教科・科目を取りまとめ（グルーピングして）「国際コミュニケーション系列」とし

て示しています。なお、県下の総合学科高校にどのような系列があるのかは、総合学科の紹介のページ

（P32）で確認してください。 

理 数 科・数 理 探 究 科 

総 合 学 科 
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Ａ 
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Ａ 
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全日制普通科単位制では選択する科目が多いそうですが、自分で選べるか不安なのですが？ 

1 年次は全員が必ず学ばなければならない科目の学習が多いため、過度の心配はいりません。 

2 年次からは複数の類型に分かれ、選択した類型によって選択する教科・科目が違ってきます。1 年次

当初から計画的にガイダンスを行い、自分の適性や興味・関心に合った進路を見いだし、類型の選択や科

目の選択が不安なく行えるよう指導します。二人担任制（1 クラスに二人の担任） を実施している学校

もあり、生徒一人一人を大切に手厚くバックアップします。 

全日制普通科単位制の学校では学級編制はあるのですか。また、全ての科目を学級の枠を超え

て個別に授業を受けるのですか？ 

もちろん“学級”はあります。2 年次から複数の類型に分かれますが、原則的に同じ進路希望を持つ人

たちによる学級編制を考えています。なお、学校行事（体育祭・文化祭、校内競技大会等）では、学級が

一致団結することが重要です。その意味でも“学級”は大切な集団の単位です。 

全ての授業を学級を超えて行うわけではありません。科目によっては、学級単位で授業を行うこともあ

ります。 

なお、単位制の特長を生かした少人数教育や習熟度別（少人数）授業を多く取り入れます。例えば、同

じ数学でも 2クラスをいくつかの講座に分けて授業を行うなどします。 

通学区域とは何ですか？ 

通学区域は、全日制普通科を対象として設けられており、生徒の居住地域から志願できる高等学校を定

めたものです。 

現在の通学区域は、七つの学区と調整区域が設定されています。（「９その他 長崎県立高等学校全日

制普通科の通学区域」（P166）を参照） 

なお、通学区域外からも各高校全日制普通科を志願をすることができますが、入学はその募集定員の

7％以内に限られます。 

全日制普通科以外の学科については、設置数が少ないことなどの理由で通学区域は設けておらず、県内

どこからでも志願することができます。 

通学区域における調整区域とは何ですか？ 

調整区域とは、各学区内の高等学校のほかに隣接する他学区の一部の高等学校も志願できる区域のこと

です。 

通学区域の規定を変更した際に、従前志願できていた高等学校が他学区に属することになった地区や、

他学区にある高等学校への進学率が高い地区を、調整区域として指定しています。 

学校・学科の募集定員や進学希望倍率はどうしたらわかりますか？ 

県 HP で確認できるほか、中学校へ配布する公立高等学校入学者選抜実施要領を活用してください。 

また、進学希望倍率については、7 月、10 月、12 月に調査を行い公表します。県教育委員会のホーム

ページを通じてお知らせするとともに、各中学校へもお知らせしますので、学級担任の先生や進路指導の

先生に尋ねてください。 

前期選抜における作文と小論文はどのように違うのですか。 

作文は、自分の体験や気持ちを述べるもので主観的なものを指します。小論文は、具体的な事柄につい

て分析し自分の意見を述べるもので、客観的な視点と具体的な提案を含むものを指します。小論文は、特

定の教科の学力検査に当たるもの以外で、課題式、資料読解式及び文章読解式等が考えられます。例えば、

短い新聞記事等を読ませて小論文を書かせることは文章読解式に入ります。 

単 位 制 

Ｑ５ 
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Ｑ６ 

Ａ 

入学者選抜方法など 
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各高校の教育活動や学校行事などを知りたいのですが。 

各高校では、今年は 8月からオープンスクールや一日体験学習の実施を計画していますので、積極的に

参加してみてください。 

また、各高校のホームページには、教育活動や学校行事に関する情報が掲載されていますので、併せて

進路学習に生かしてください。 

不明な点や疑問点は、各高校に遠慮なくお尋ねください。 

2学期制の特長は何ですか？ 

2 学期制は、学校の 1年間の課程を前期と後期の 2期に分けて行う制度で、一般的には 4 月から 9月ま

でを前期、10月から翌年の 3月までを後期とし、間に秋休みを数日はさむ形で実施されています。 

特長としては、学期ごとの定期考査や、始業式・終業式等の行事を減らすことができ、授業時間の確保

ができること、3学期制に比べて学期の日数が長いため、継続した学習計画が立てやすいことなどが挙げ

られます。 

そ の 他 

Ｑ１0 

Ａ 

Ｑ11 

Ａ 

169



１１ 特別支援学校高等部の教育について 

■はじめに
近年、障害のあるなしやその他の個々の違いを認め合い、様々な人々

が生き生きと活躍できる「共生社会」を実現するための取組が進めら

れています。 

障害のある生徒の教育については、それぞれの生徒自身のもつ能力

や可能性を最大限に伸ばし、自立し社会参加するための基盤となる生

きる力を培う教育が行われています。併せて、障害のある生徒と障害

のない生徒とが交流及び共同学習等を通じて、相互に理解し合う取組

も進められています。 

 各特別支援学校の高等部では、個別の教育支援計画を作成し、保護

者や関係機関（福祉、医療、保健、労働など）との連携・協力を進め

るとともに、生徒一人一人の教育的ニーズに対応した個別の指導計画

に基づく授業を行っています。 

 また、卒業後の職業的な自立を促進するため、障害の特性等に応じ 

た多様なキャリア教育や進路指導を行っています。特に、生徒の職業

観や勤労観を育成し、学校生活から社会生活への円滑な移行を進める

目的で、積極的に企業等における就労体験実習に取り組んでいます。 

■障害の状態や特性等に応じた特色ある教育活動

 
 

 
 

視力や視野等の見る機能に障害のある生徒の教育を行う特別支 

援学校では、視覚障害を補うために諸感覚の発達を促し、知識や 

技能を高め、職業的自立を目指しています。また、視覚障害者の 

ために開発された施設設備や教材教具を用い、長い伝統の中で培 

われた指導法により基礎学力の向上に努めています。 

高等部では、本科と専攻科との一貫した教育を通して職業的技 

能の習得、習熟を目指しています。 

【学校名（所在地）】 

盲学校（時津町） 

視覚に障害のある生徒のために 

聴覚に障害のある生徒の教育を行う特別支援学校では、生 

徒の聴覚活用の力を最大限に伸ばし、一人一人に応じたコミ

ュニケーション手段を用いながら、言語力やコミュニケーシ

ョン力を高めて確かな日本語の獲得を目指し、基礎学力の向 

上に努めています。また、発達の段階等に応じて、生徒の保有する  

聴力の活用や読話、発音指導等の専門的な指導にも力を入れています。 

高等部では、本科と専攻科との一貫した教育を通して職業的技能の習得、 

習熟を目指しています。 

【学校名（所在地）】 

ろう学校（大村市） 

聴覚に障害のある生徒のために 
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身体に障害のある生徒の教育を行う特別支援学校では、一 

人一人の障害の状態や特性などに応じて、高等学校に準じ 

た教科等の指導の他に、障害による学習上又は生活上の困 

難を改善・克服するための自立活動の指導を行っています。 

自立活動では、歩行や衣服の着脱等の日常生活動作の向上 

やコミュニケーションの力を育てる授業を行っています。 

近年、高等部卒業後は福祉サービスを利用する生徒の割合 

が高い傾向にありますが、企業に就労する生徒、専門学校や大学へ進学する生徒もいます。 

【学校名（所在地）】 

佐世保特別支援学校（佐世保市）、長崎特別支援学校（長崎市）、諫早特別支援学校（諫早市）、 

桜が丘特別支援学校（川棚町） 

知的障害のある生徒の教育を行う特別支援学校では、社 

会生活能力を高めるとともに、将来の生活に必要な知識や 

技能、態度等が身に付くように具体的な活動を通した指導 

を行っています。特に、作業学習や就労体験学習などを通 

して、働く喜びや、自立への意欲を育てるように指導を進 

めています。 

【学校名（所在地）】 

佐世保特別支援学校(佐世保市)、 

佐世保特別支援学校高等部北松分教室(平戸市)、 

佐世保特別支援学校高等部上五島分教室(新上五島町)、 

島原特別支援学校(島原市)、虹の原特別支援学校(大村市)、 

虹の原特別支援学校壱岐分校(壱岐市)、 

虹の原特別支援学校高等部対馬分教室(対馬市)、鶴南特別支援学校(長崎市)、 

鶴南特別支援学校時津分校(時津町)、鶴南特別支援学校五島分校(五島市)、 

鶴南特別支援学校高等部西彼杵分教室(西海市)、希望が丘高等特別支援学校(諫早市)、 

川棚特別支援学校(川棚町)、長崎大学教育学部附属特別支援学校(長崎市) 

知的障害のある生徒のために 

身体に障害のある生徒のために 

医療や生活の管理が必要な生徒のための教育を行う特別支援 

学校では、病気の種類や状態に留意しながら医療機関と連携し 

て、高等学校に準じた教育や主体的に健康の維持・改善に取り 

組むための自立活動の指導を行っています。また、効果的な学 

習や自助具としてのICT機器を活用した学習にも力を入れていま 

す。 

【学校名（所在地）】 

桜が丘特別支援学校（川棚町） 

病気や身体の弱い生徒のために 
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長崎県立 盲学校

〒851-2101  西彼杵郡時津町西時津郷 873 番地

TEL 095-882-0020 ･ FAX 095-882-0021

URL (http://www.news.ed.jp/mou/)

■求める生徒像

○生徒一人一人が自分の可能性を最大限に

発揮し、生き抜く力を身に付け、卒業後

の社会参加・自立に向けて取り組むこと

ができる生徒。

○ルールやマナーを守り、明るく挨拶がで

きるなど基本的生活習慣を身に付け、相

手の立場に立って物事を考えることがで

きる生徒。

■学校の特色

〔本校の魅力、本校ならではの特色〕

(1)教科指導の充実

視覚障害教育の専門性を生かした教科指導を行っています。見えの状態は、生徒それ

ぞれ違うため、生徒の実態に合わせた教材を用いて、基礎・基本の定着及び発展的な学

習の指導を行います。

(2)自立活動の指導

生徒の障害の状態に応じて、教科書等が見やすいようにルーペや拡大読書器の使い方、

白杖を使った歩行や点字の学習、音声によるパソコン操作や情報処理などを中心に学習

します。

(3)学校行事の充実

生徒会を中心に、幼稚部から高等部専攻科までが一緒になって、歓迎遠足や文化祭、

運動会、先哲感謝祭など様々な学校行事を行っています。

(4)部活動の充実

フロアバレーボールやサウンドテーブルテニスなど視覚障害者スポーツの部活動を

はじめ、陸上競技や軽音楽、ボードゲーム等の部活動・同好会があります。

(5)寄宿舎

県内で唯一の視覚障害教育を行う本校では、遠方からの生徒は寄宿舎に入舎していま

す。寄宿舎では、幼稚部から専攻科までの幼児・児童・生徒が共同生活を送ってます。

〔設置学科・コース等〕普通科、専攻科保健理療科、専攻科理療科

【普通科】

3 年間高等学校の普通科に準じた学習や特性等に応じた学習をし

ます。卒業後の進路は様々であり、生徒一人一人の進路実現に向けて、

生きて働く知識・技能の習得を図り、学びに向かう力を培いながら、

思考力・判断力・表現力等の育成につながる授業を展開します。

歩行指導

校舎
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【専攻科】

高校を卒業した人が入学できる「保健理療科」と「理

療科」の二つの科があります。

★保健理療科★

3年間の課程を修了すると、あん摩・マッサージ・指

圧師になるための国家試験を受験できる資格が得られ

ます。

★理療科★

3年間の課程を修了すると、あん摩・マッサージ・指圧師、はり師、きゅう師になる

ための国家試験を受験できる資格が得られます。

■充実の学校生活

〔学校行事〕

4月 第 1 学期始業式 入学式 歓迎遠足 10 月 運動会 2学期中間考査

5月 1学期中間考査 11 月 2 学期期末考査

6月 1学期期末考査 三者面談 12 月 三者面談 第 2学期終業式

7月 九州地区盲学校体育大会 第 1 学期終業式 1 月 第 3 学期始業式 学年末考査（卒業生）

8月 登校日 2月 学年末考査（在校生）

9月 第 2学期始業式 先哲感謝祭 3月 卒業式 第 3学期終業式

〔部活動紹介〕

9 の部活動・同好会があり、部活動・同好会は、中学部か

ら高等部専攻科までの生徒が一緒に活動を行い、フロアバレ

ーボールやサウンドテーブルテニス、軽音楽等を行っていま

す。毎年、九州地区盲学校体育大会が開催されます。

■卒業生の進路

【普通科】                  

進路先 R2.3 H31.3 H30.3 H29.3 H28.3

大学 0 2 0 0 0

本校専攻科保健理療科 0 1 0 0 1

本校専攻科理療科 0 0 1 2 0

あはき関連施設 0 0 1 0 0

福祉サービス利用 1 0 0 2 3

※「あはき」･･･あん摩マッサージ指圧・はり、きゅう

【専攻科】

就職先・進学先 R2.3 H31.3 H30.3 H29.3 H28.3

治療院・整骨院 1 1 1 1 1

訪問マッサージ業 0 0 0 1 1

病院・デイサービス 0 1 1 0 0

ヘルスキーパー 1 0 1 0 0

筑波大学理療科教員養成施設 0 0 0 0 0

その他 3 2 1 2 2

実技指導

サウンドテーブルテニス
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校舎全景

長崎県立 ろう学校
  〒856-0807  大村市宮小路 3丁目 5番 5

  TEL 0957-55-5406 ･ FAX 0957-55-5410

    URL (http://www2.news.ed.jp/section/rou)

■求める生徒像

○自分の進路実現に向かって努力する生徒

○規則やマナーを守って、行動できる生徒

○明るく、元気で思いやりのある生徒

■学校の特色

〔本校の魅力、本校ならではの特色〕

  本校は創立 122 年目を迎える、歴史と伝統のある学校です。『強く・正しく・心豊か

に』の校訓のもと、聴覚に障害のある幼児児童生徒一人一人の特性に応じた、きめ細か

で専門性の高い教育を目指しています。幼稚部、小学部、中学部、高等部本科・専攻科

が設置され、3歳児から 20 歳までが毎日の勉学や実習、運動に励んでいます。

  高等部本科は、高等学校と同じ 3年間の課程です。本科 1年生では普通教科を中心に

基礎学力の定着を図りますが、2年生からは以下に示す専門学科に所属し、専門的な内

容を学習します。卒業後は、本科で学んだ知識と技能をより深めるために専攻科に進学

し、さらに 2年間学ぶことができます。

平成 30 年 4 月から、新校舎（大村市宮小路）に移転し、木の温もり溢れる新校舎で学

校生活を送っています。

〔設置学科・コース等〕総合デザイン科、理容科

【総合デザイン科】

〇セラミックコース

  陶磁器の基礎知識を身に付け、より自由な発想で創造する力を高め、日用食器の製作

から芸術性の高い作品の制作を可能にする幅広い技術の習得に向けて学習します。

〇インテリアコース

  木材等材料に関する基礎知識やインテリア全般に関する知識・技能の習得及び家具製

作を通した生産技術の習得に向けて学習します。

〇ライフデザインコース

  被服の専門科目に加えて、食物・福祉・保育など家庭生活に関する幅広い内容の基礎

的・基本的な知識・技能の習得に向けて学習します。

【理容科】

基礎・基本的な学力の定着を図ると共に、理容に関する基礎的・基本的な知識及び技

能を習得し、理容師免許の取得を目指します。理容を通して公衆衛生の向上に寄与する

生徒を育成します。

    

総合デザイン科
セラミックコース

理容科総合デザイン科
インテリアコース

総合デザイン科
ライフデザインコース
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体育祭

■充実の学校生活

体育祭と文化祭を隔年で開催しており、文化祭では総合デザイン科の各コースで制作

した作品を来校された方々に販売し、高評価をいただいています。

修学旅行は、見識を広め、進路決定の一助となるよう、主に関東・関西方面に行って

います。

生徒の出身地は県内全域及び県外にわたっており、寄宿舎で生活する生徒もいます。

〔学校行事〕令和 2年度

4月 入学式、歓迎遠足

5月 新体力テスト、障害者スポーツ大会

6月 高校総体、学校公開①、1学期末考査

7月 水泳指導、職場実習（専攻科 1年）

8月 陸上部合宿、平和学習、理容美容学生技術大会九州地区大会

9月 県高校新人大会

10 月 九州地区聾学校体育・文化連盟長崎大会、学校公開②

11 月 文化祭、2学期末考査

12 月 校内ロードレース大会

  1 月 生徒会役員任命式、学年末考査（卒）

  2 月 学年末考査（在）、予餞会、課題研究発表会

3月 卒業証書授与式（本科）、修了証書授与式（専攻科）

   入学者選考検査

〔部活動紹介〕

部活動は陸上競技部があり、本科生の多くが入部しています。高校総体など年間を通し

て各種大会に出場しています。

他にもスポーツ同好会（バレー

ボール・サッカー・バドミント

ン）や和太鼓同好会があり、他

校と交流試合を行ったり、様々

なイベントにおいて演奏を披露

したりしています。

■卒業生の進路

本科生の多くは専攻科に進学します。専攻科修了後は、多くの生徒が各専門学科で習得し

た技術を生かせる職場や自動車関連企業などへ就職しています。また、さらに就職に有利な

資格を取得するために、専門学校等への進学を目指す生徒もいます。令和元年度専攻科修了

生 3名も全員、希望した進路先へ進みました。進路状況は、以下のとおりです。

○令和元年度の進路先（専攻科）

令
和
元
年
度

専門学科
進  路  先

自動車関連企業 その他の企業 専門学校等 就労継続支援事業所 計

総
合デ

ザ
イ
ン
科

セラミック
コース

在籍なし

ライフデザイン
コース

在籍なし

インテリア
コース

1(県外)    0    0 1(県外) 2

理 容 科    0    0 1(県内)    0 1

学習の様子

高等学校総合体育大会参加 長ろう太鼓
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長崎県立 佐世保特別支援学校
  [本校]〒858-0911 佐世保市竹辺町810番地

TEL 0956-47-5913･FAX 0956-47-8756

URL (http://www.news.ed.jp/sasebo-ss/)

[北松分教室]〒859-4824                 [上五島分教室]〒857-4511

平戸市田平町小手田免54-1（北松農業高校内） 南松浦郡新上五島町浦桑郷306（上五島高校内）

TEL0950-26-1130・FAX 0950-26-1131       TEL0959-54-1121・FAX 0959-54-1131

■求める生徒像（めざす生徒像）

○ 健康でたくましく、生きぬく生徒

○ 思いやりのある心豊かな生徒

○ 自立し、社会に参加・貢献しようと努力を続ける生徒

  

■学校の特色

〔本校の魅力、本校ならではの特色〕

知的障害と肢体不自由の二つの障害に対応した特別支援学校です。小学部、中学部、

高等部、訪問教育があり、高等部には北松分教室と上五島分教室の二つの分教室も設置

されています。全校で292名（令和2年4月）の児童生徒が学んでいます。

〔設置学科等〕

○特別支援学校 普通科 知的障害教育部門「あたご」

○特別支援学校 普通科 肢体不自由教育部門「わかくす」（分教室には設置されていません）

両部門の生徒は、生徒会活動や体育祭などの学習で一緒に活動し、お互いに協力しな

がら交流を深めています。

〔教育課程の特色〕

一人一人の実態に応じてグループ学習や個別学習を取り

入れ、具体的、実際的な活動を通して生活する力を身に付

けることをねらい、体験学習の充実を図っています。

【知的障害教育部門】

◇職業・生活自立を目指す教育課程

知的障害教育部門では、働く活動が中心となる作業学習を週に10時間行っています。

作業基礎、農業、ライフデザイン、洗車・清掃、手工芸の五つの作業学習班に分かれ、

卒業後の社会生活に必要な態度や技能、知識を学び、職業生活や家庭生活に必要な実践

的な態度を養います。また、2･3年生から生徒の実態や進路希望に応じた「職業コース」

「総合コース」「生活コース」の三つのコースからいずれかを選択し、より個に応じた

教育活動を行っています（本校）。

【肢体不自由教育部門】

◇Ⅰ課程…高等学校に準じた教育課程

◇Ⅱ課程…一部を下学年の内容に替えた教育課程

◇Ⅲ課程…知的障害教育の教育課程

◇Ⅳ課程…自立活動を主とした教育課程

肢体不自由教育部門では、生徒の実態に応じて、姿勢

保持や運動動作に関する身体の動きや日常生活動作、コ

ミュニケーションなどを学ぶ自立活動の学習を多く取り

入れています。また、進路指導にも力を入れています。

校

章

「あたご」（作業学習：レセプション班）

「わかくす」（社会体験学習）

「あたご」（自立活動）
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